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全国的な学力調査に関する専門家会議について  
 
 

平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 
総 合 教 育 政 策 局 長 決 定 

 
 
１．設置の趣旨  
  全国的な学力調査の結果を活用して，教育及び教育施策の成果や課題等を

検証し，その改善を図るため，調査の実施方法並びに調査結果の取扱い，活

用の推進方策及び専門的な分析等について，専門家による検討を行う。  
 
２．検討事項  

（１）全国的な学力調査の実施方法について  
（２）調査結果の取扱いについて  
（３）調査結果の活用に関する取組の推進方策について  
（４）調査結果の専門的な分析について  
（５）その他  

 
３．実施方法  

（１）別紙の有識者等の協力を得て，上記の検討を行う。  
（２）本会議の下に，ワーキンググループを置くことができる。  
（３）必要に応じて，別紙以外の関係者にも協力を求めることができる。  

 
４．実施期間  
  平成３１年４月１日から平成３３年３月３１日までとする。  
 
５．その他  
  この専門家会議に関する庶務は，総合教育政策局調査企画課において行う。 
 

 

 



（別紙） 
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